
～東北から熊本へ～ あそびの力

初瀬基樹

今月はお知らせをさせて頂きます。

私たちが子どもだったころ、学校帰りに寄り道したり、あるいは一度帰ってから遊びに行くのは当たり前でし
た。山、海、川、竹やぶ、あらゆる所が遊び場になり、虫やザリガニ、魚、カエルなど生き物を探して捕まえたり、
竹や木で遊び道具を作ったり、大掛かりに秘密基地を作ったり、もちろん、広場で野球や鬼ごっこやサッカー
などのいろんな遊びをしていました。毎日いろんな遊びをするなかで、いろんな発見をし、少々危険なことに
もチャレンジして、ケガもしながら、いろんなことが出来るようになり、時には友だちとケンカしたりもしながら、
様々な経験を積んだものです。そんななかで、特に意識はしてませんでしたが、四季の変化を身体で感じ、自
然への畏敬の念なども育んできたのかなあと思います。

「今の子どもたちは外遊びをしなくなった」と言われるようになって久しくなります。友達と遊ぶと言っても、
ゲームや既製品のおもちゃを持ち寄って、同じ場所にいながらも、個々で遊ぶことがほとんどで、自然体験、
直接体験の不足が大いに気になるところです。

「今の子どもたちにも、昔、自分たちが子どもだったころに経験したような遊び（遊びと言えないような遊
びも含め）を体験させてあげたい！できるだけ禁止をせずに、子どもたちがやりたいことをやらせてあげた
い！自分たちで遊びを創り出せる場を提供したい！」そんな思いを持った人たちが集まった「IPAくまもと」と
いう団体があります。約20年前、私が東京から熊本に帰ってきてすぐに仲間に加えてもらい、現在、私がその
「IPAくまもと」の事務局をさせて頂いております。当園の職員も数名、メンバーに加わってもらっています。IPA
くまもとは、30年に渡って、毎年、夏に江津湖で「1日冒険遊び場 おもしろ村」を開催してきました。また、近年
は時期を11月に、場所も「雑草の森」に移し、「おもしろ村」を開催しています。今年度も11月23日（木）に開催予
定です。

さらに昨年の熊本地震の後、「日本冒険遊び場づくり協会」より、私たちのIPAくまもとへ、遊び道具を満載し
た車、プレーカー（IPAくまもとでは「おもしろかー」と命名）を寄贈して頂き、月に1回程度ですが、仮設住宅等
で暮らす子どもたちへ遊びを届ける活動も行っています。プレーカーは、東日本大震災の後、東北地方にも数
台贈られており、今でも大活躍しています。

１１月25日（土）には、その東北でプレーカーを走らせているプレーワーカーの須永 力さんという方と、日本
で最初に職業として認められたプレーリーダー天野秀昭さんを迎え、私たちIPAくまもとのメンバーと一緒に
「～東北から熊本へ～ あそびの力」というタイトルで、シンポジウムを開催することにしています。

地震で傷ついた心を癒し、元気を取り戻してくれる「遊び」、子どもたちが生きる力を育む「遊び」、「遊び」
の持つ様々な力について考えてみたいと思っています。ご興味がありましたら、ぜひご参加ください。


